
 

 

小回りの非根幹距離で行われるレースで 

父に非サンデー系種牡馬を持つことが加点材料になるレース。 

 

サンデー系の種牡馬では、ステイゴールド系が優秀ですが 

今年は該当馬が出ておりません。 



 

であれば、大系統ノーザンダンサー系を父に持つ馬を 

中心視したいところでございますな。 

 

ドレフォン（米ノーザンダンサー系）産駒の最も得意な距離は「芝１８００ｍ」 

その勝率は２８％、複勝率は４３％で、単複共に黒字回収ですな。 

また札幌芝コースにも相性が良く、複勝率は５７％ 

 

このレースには２頭のドレフォン産駒が出ております。 

５番と９番が該当馬ですな。 

新種牡馬なのでデータは揃いませぬが、 

非根幹距離に強い事は納得できるレベル。 

 

５番の母父は、非根幹距離に適性が高いマンハッタンカフェ。 

祖母の父がメジロマックイーン（欧州トゥルビヨン系）。 

曾祖母の父は、欧州ネヴァーベンド系と言う配合で、 

欧州指向の血統が重要になるこのレースに向いておりましょう。 

 



直線が異常に長い新潟芝１８００ｍを逃げ切った持久力に 

期待するところ大であります。 

 

１番の父は欧州型ノーザンダンサー系ハービンジャー（ダンチヒ系） 

母父のスペシャルウィークは母系に欧州ニジンスキーの血を持つ種馬。 

祖母の父は欧州型ミスプロ系マキャベリアンで、曾祖母は欧州型 

ノーザンダンサー系ヌレイエフという欧州指向の強い配合馬。 

ちなみに、ディアドラの全弟でございますな。 

ディアドラは、当コースの重賞クイーンＳで、２着に０秒５差をつけて圧勝。 

人気ですが逆らう意味無し、と見ております。 

 

４番はマクフィー産駒。 

マクフィーと言う種牡馬は、母父に欧州型ダンチヒ系、 

祖母の父に欧州ネヴァーヴェンド系を持つ欧州型ミスプロ系種牡馬。 

本来は、１２００ｍがベストですが、２０００ｍ以下ならどの距離でも 

問題なく走るところがあり、特に本馬の場合は母父がハーツクライ 

と言う事で、距離に融通が利くのでございましょう。 

 

１０番はディープ系種牡馬ヴァンキッシュラン産駒。 

ヴァンキッシュランはディープ×ガレリオ（欧州サドラーズ系）の 



配合馬で、サドラーズの血が邪魔になりダービーでは凡走しましたが、 

屈腱炎で引退しなければ、大きな舞台でも勝ち負け出来たかも知れませぬな。 

 

本馬は母父に欧州型ブラッシンググルーム系を持ち、母系の底にも 

欧州型ネヴァーヴェンド系を持つ「欧州指向の強い」ディープ系。 

前走では当コースで４角先頭から上り２位で押し切っており、 

洋芝コースのこの距離なら軽視できませぬ。 

 

馬券は５番ー１・９のワイドと 

３連複５番流しで。 


